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一

竹　端 　　　寛

　 （山梨学院大 学）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 【要 約】

　本稿 で は ボ ラ ン タ リ
ー ・ア ク シ ョ ン の 未来 を検討 す る為 に 、 障 害福祉 政 策 に

お け る
一

人の 社会起業家の 足跡 を振 り返 っ た 。

ベ ン ク ト ・ニ ィ リ エ は ノ ー
マ ラ

イゼ ー シ ョ ン の 原理 を成 文 化 し、 当 時 の 世 界 中の 障害者福祉 政策 に パ ラ ダイ ム

シ フ トを もた らした実 践家 で あ る 。 当時 、 入所 施 設 で の 処 遇 が 「ノ
ー

マ ル 」 と

言 わ れ 、 そ れ 以 外 の 支援 方策 が 考 え られ て い な か っ た く 制 度 の 未成 熟 〉 状態 で

あ っ た 。 そ の 実 態 を 変 え る為 に 、 彼 は 現 場 に何 度 も足 を運 び 、 そ の 中 で 問題 の

本質 を洞 察 し 、

一一般 市 民 の 「ノ
ー

マ ル 」 な生活 と対 比 す る とい うノ
ー

マ ラ イ ゼ

ー
シ ョ ン 原 理 の 本 質 を 思 い つ き 、そ れ を 人 々 の 前 で 語 る 中で 結 晶化 し 、や が て 8

つ の 原 理 とい うプ ロ トタイ プ を作 り 、 世 界 中に 広 め て い っ た 。
こ の プ ロ セ ス を

複雑 系モ デル や U 理 論 で 再 解釈 す る こ とに よ り、 社会 変革 を もた ら した 社 会起

業家の 実践 と して 捉 え る こ と が 出来 る 。 彼の 実践の 再 解釈 を通 じて 、 今 日の く

制度 の 未成熟 〉 に 立 ち 向 か うボ ラ ン タ リ
ー ・ア ク シ ョ ン の 未 来 とは どの よ うな も

の で あるべ きか 、 の ヒ ン トを掴 む事 が 出来 た 。

【キ ー
ワ

ー ド】

ボ ラ ン タ リ
ー ・ア ク シ ョ ン 、 社 会起 業家 、 ノ

ー
マ ラ イ ゼ ー

シ ョ ン 、 複雑 系 、

u 理 論
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1 ．ボ ラ ン タ リー ・
ア ク シ ョ ン と は何 か

　第二 次世界大戦後の イ ギ リス の 福祉国家体制 の 礎 を作 っ た 「ベ ヴァ レ ッ ジ報

告 」 の 著者 、 ウ ィ リア ム ・ベ ヴァ レ ッ ジ は 、 ボ ラ ン タ リ
ー ・ア ク シ ョ ン を 「国

家の 権力 を振 る うい か な る公 共事 業体 の 監督の 下に 置 かれ ない 活動」で あ り 「自

分 自身や 自分 の 仲 間 の 生活 状 態 を改 良す る た め に 、市民 が 自 らの 家の 外 で行 う」

活動 と定義 して い る （Beveridge　l　949：8）。

　ま た彼 は ボ ラ ン タ リー ・ア ク シ ョ ン に は Mutual 　Aid （相 互扶助）と Philanthropy

（博愛）の 二 つ が あ る 、 と した 。
こ の うち前者 は 「不幸に 対 して 安寧 を求 め る

気持 ち と、 自分 の 仲 間 も 同 じよ うな 必 要性 を持 っ て い る とい う認 識 に 基 づ き 、

お互 い が 自分 自身 を助 け る の を助 け る」 とい う自助組織 を想 定 した 。 ま た 、 後

者 は 「自分 た ち の 隣人 が 物 質 的 に 裕 福 で ない 限 り 、 物 質的に裕福 で あ っ て も精

神 的 に は 落 ち 着か な い 」 とい う 「社 会的 良心 」 に 基づ い た 活 動 を 想 定 し た

（Beveridge　l　949：8−9）。 つ ま り前者 は 自分 自身 の 問題 に つ い て 「何 とか したい 」

と い う動機 、 後者 は 困 っ て い る他者の 問題 に つ い て 「放 っ て お けない 」 とい う

動機 に基 づ い て い る 、 とま とめ る こ とが 出来 る だ ろ う。

　 こ の ボ ラ ン タ リ
ー ・ア ク シ ョ ン に 関 して 、 厚東 は 〈 制度の 未成熟 〉 との 関係

で 論 じて い る。 〈 制 度 の 未 成熟 〉 とは 、 「既 存 の 制度 の 守備範 囲 を超 え る よ うな

新 しい 問題 領域 が 発生 す る こ と に よ っ て
、

これ まで の 制度の 不備 が 明 らか に な

る場 合」 （厚東 1999：128） と した 一ヒで 、 厚 東 は 次 の よ うに述 べ て い る。

「〈 制度 の 未 成熟 〉 の ケ ー ス で は 、 人 々 は新 し く生 じた 問題 を解決す る た

め の 有効 な 手だ て に 関 し て
、 社会 の 中に保存 され て きた知識 を当て にす る こ

とは で きない 。 問題解 決の た めの ノ ウハ ウが 社会 に蓄積 され て い ない 以 上 、

人 々 は 自分の 頭で考え 、 自分の 責任 の 下 で 試行 を重 ね る しか すべ は ない
。 （略）

自発 性 、 無給性 、 公 共 性 、 先 駆性 、 を備 え た ボ ラ ン タ リ
ー ・ア ク シ ョ ン が 、

未成 熟 な制 度 の 代替 と な り 、 社 会 を救 うの で あ る 。 」 （厚東 1999 ：128−129）

　本稿 で は 以 後 、 障 害者 福 祉 とい う領域 に お け るボ ラ ン タ リ
ー ・ア ク シ ョ ン に

関 して 論 じ よ う と し て い る 。
こ の 領 域で は 、

〈 制度 の 未成 熟 〉 ゆ えに 、 「問題解

決 の た め の ノ ウハ ウが 社会 に 蓄積 され て い な い 」 状 態 が 続 い て い た 。 そ の 状況

を変 え よ うと 、

「何 とか したい 」 と 「放 っ て お け ない 」 とい う動機 に 基 づ い て 、

国家権力 の 監 督下 に 置か れ ない 活動 と して の ボ ラ ン タ リ
ー ・ア ク シ ョ ン とは具

体的に どの よ うな も の だ ろ うか 。 こ の こ とを検 討す る上 で 、 社会 起業 家 とい う

補助線 を引 い て み た い
。
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ボ ラ ン タ リ
ー ・ア ク シ ョ ン の 未来 ：障害者福祉 政策に お け る社会起業家の 視点 か ら

H ．社会起業家に つ い て

1． 「複雑 性」 の 三 様態

　 ソ ー シ ャ ル イ ノベ ー シ ョ ン の 事 例研 究 か ら
一

般化 に 向 けた 洞 察 を行 っ た ウェ

ス トリ
ー

ら は 、 人 間 が 直面 す る 問題 に つ い て 「単純 」 「煩 雑」 「複 雑」 とい う三

っ の 視点か ら検討 して い る 。

　 例 え ば ケ ー キ を焼 く場 合 の よ うに 検 証 済み の レ シ ピ と材料 ・調 理 器 具 が あれ

ば 簡 単 に再 現 が 可 能な 問題 は 比 較的 「単純 （simple ）」 な 問題 で あ る 。

一 方 、 月

に ロ ケ ッ トを送 る と い う課題 は 、 厳密 な計 画や 公 式 が 必 要 で あ り 、 ケ ー キ を焼

くほ ど 「単純 」 で は な い
。 だ が 、 ロ ケ ッ トの 成 功 条 件 は 毎 回必 ず 同

一
で あ り、

ひ とた び 成 功す る と高 い 専門性 を 身に つ け た 集団 に な ら反復 は 可 能 で あ る 。 こ

の よ うな 問題 は 「煩雑 （complicated ）」 で あ る と して い る 。 他 方 で 子 育て は 、 レ

シ ピや 厳密 な計画 は 、 部 分 的に しか 役 立 た ない か 、 時 と し て 逆効 果 に な る 。 子

ども を
一

人 育 て た 経 験 は 、 次 の 子 を育て る為 に は 有 用 だ が 、 同 じ事 を繰 り返 し

て も うま くい く保 障 は ない 。 こ の よ うな結 果 の 不確 実性 が 高 く 、
「単純」 「煩雑」

な課題 とは 異 な り、 対象 との 相互 作用 が 常 に 求 め られ る問題 を ウ ェ ス トリー ら

は 「複雑」 （complex ） と名 付 けた 。 そ の 上 で 、
ソー

シ ャ ル イ ノ ベ ー
シ ョ ン を成

功 に導 く上 で
一

番理 解 が 不 足 して い るの が 、
「複雑 」な問題 で あ る とい う （Westley，

Zimmerman
，
　and 　Patton　2007≡ 2008：28−31）。

　 こ の 「複 雑 」 概 念 に 関連 して 、 ア パ ル トヘ イ ト解決 に 向け た フ ァ シ リテ ー タ

ー
で あ り元 物 理学者 で あ る カ ヘ ン は 、 複雑性 に は 3 つ が ある 、 とい う。

一
つ 目

は 「原 因 と結果 が 空間 と時 間 に 置 い て 遠 く離れ て い る場 合」 に お ける 「物理 的

複雑性 （dynamic　complexity ）」 で あ り 、
「物理 的複雑性 の 高い 問 題 は 、 要 素間 の

相 互 関係 や シ ス テ ム が 全 体 と し て どの よ うに機 能 して い る の か を捉 え る こ とで 、

シ ス テ ム を理 解す る事 しか で きない 」 （Kahane　2007＝ 2008：50）。
二 つ 目は 、

「か か

わ る人 た ち が 、 そ れ ぞ れ 大 き く異 な る見解 を持 つ 場合 」 に お け る、 「社会 的複雑

性 （social 　complexity ）」 で あ り 、
「社 会 的複雑性 が 高い 問題 は 、 上 か ら権 力 を用

い て 平和的 に解決 す る こ とは 不 可 能 で す 。 平和 的 な解決 を導 くため に は 、 か か

わ る 人 々 が 解決 策 を生 み だ し 、 実行 す る こ と に 参 加 し な けれ ば な りませ ん 」

（Kahane 　2007 ＝2008 ：51） と い う。 三 つ 目は 「未 来 が 予 測 不 可 能 で 未知 な もの で

あ る場合 」 の 「生 成 的複雑性 （emergence 　complexity ）」 で あ り、 「生 成 的 な複 雑

性 が 高い 問題 は 、 過 去 に基 づ い て 事前に 机 上 で 解決 策 を算出す る こ とは 出来 ま

せ ん 。 状況 が 展 開す る の に 従 い 、 解決 策 を生 み だ さな けれ ば な らない 」 （Kahane

2007・−2008 ：50） と述 べ て い る 。

　 こ の カ ヘ ン の 言 う複 雑性 の 三 様態 に対応 す る た め に は 、 ど うし た ら よい の だ

ろ うか ？　 そ の 事 につ い て真 正 面 に 取 り組 ん だ理 論が あ る 。
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2 ．U理論

　 第
一

線 で 活躍 す る 150 人以 上 の 科 学者 や起業 家 グル
ー プ へ の イ ン タ ビ ュ

ー
を

続 けて きた オ ッ トー ・ シ ャ
ー

マ
ー

は 、 す ぐれ た イ ノ ベ ー シ ョ ン が 生ま れ る過程

を U 理 論 とし て 描 き 出 し た （Senge　et　ai．2005− 2006）。 こ の U 理 論 は次 の 7 つ の

シ フ トか ら構成 され て い る （Scharmer　2009：39）。

（1）ダ ウン ロ
ー デ ィ ン グ （Downloading ）：過去 の パ タ

ー
ン を再 演する

一
個人 の

　　考え方の 癖 の 枠 内で 世 界 を見 る

（2）観察す る （Seeing）：判断を中断 して 、 現実 を新た な眼で 観察す る
一
観察 さ

　 　れ る シ ス テ ム は観 察者 とは 分離 して い る

（3）感 じ る （Sensing）：そ の 現 場 に 結 び つ き 、 全 体か ら状況 に 耳 を傾 け る
一
観

　　察者 と観察対象の 境界 は な くな り、 シ ス テ ム が そ れ 自身 を観察 し始 め る

（4）プ レ ゼ ン シ ン グ （Presencing）：未 来の 領域が 立 ち現れ る 、 最 も深 い 根源 に

　 　結 び つ く
一

根源 か ら展 望 す る

（5）視点 と意図 を 結晶化 す る （Crystallizing）： 出現 を望 ん で い る未来 か ら新 し

　　い 何か を想起す る

（6）や っ て み る事 に よ っ て 未来 を探査す るた め に 、 実際の プ ロ トタイ プ を作 る

　　 （Prototyping）： 「全 世 界 との 対 話 の 中に あ る こ と」 を通 じて 新 た な何 か を

　 　制定す る

（7） 実 践 と構 造 基盤 の 中に 新た な何 か を奏 で 、 具体化 す る （PeIfbr皿 ing　and

　　embodying ）：よ り大 き な 共 進化 す る生 態 系の 文脈 の 中で 新 た な何 か を埋 め

　 　込 む

図 1　 U 理論　 （Scharmer（2009）の p38 ，
　 p50 の 二 つ の 図を元 に筆者作成）
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　 こ の 7 段 階 をア ル フ ァ ベ ッ トの U の 字 に 例 え た の は 、 次の よ うな深 化 と創 造

プ ロ セ ス を U の 字で 象徴 しよ うと して い るか らで あ る 。 それ は 、 ま ず U の 左 側 と

して 、 （1）通 常の 反 応 をす る （Reacting）段 階で 解決 出 来 な い 問題 につ い て 、 （2）

設計を し直す （Redesigning）段 階 、 （3）枠組み を変更す る （Reframe）段 階を経 て 、

（4） 出現 す る未 来 を感 じ る （Presencing）段 階に ま で 掘 り下 げて い く 。 そ の 「最

も深 い 根源」 か ら、今度は U の 右側 の 上 昇 プ ロ セ ス が 生 まれ る。具体 的に は 、 （5）

出現す る未来 を結晶化す る （Reframe）段 階 、 （6）結晶化 され た もの を試 作モ デル

と して 現実化す る （Redesigning）段 階、 さ らに は （7）そ の 試作モ デル を現実 の 中

に 普遍化 させ る （Reacting ）段 階 へ と高ま っ て い く （Scharmer　2009 ；50）。

　 こ の 際 、 先 述 の 複雑性 の 三 様態 は 、 U 理 論 の 深 化 プ ロ セ ス に も組 み 込 まれ て

い る。 設 計 を し 直す （Redesigning）段 階 で は 「物理 的複 雑性 」 の 課 題 が 、 枠組

み を変更す る （Reframe）段 階で は 「社会的複雑性 」 が 、 出現 す る未 来 を感 じ る

（Presencing）段 階 で は 「生 成 的複 雑性 」 の 問題 が 、 そ れ ぞ れ 課 題 に な っ て い る

とシ ャ
ー

マ
ー

は 指摘す る （Scharrner　 2009 ：60）。 さらに シ ャ
ー

マ
ー

は 、 ま だ 存在

（being） し て い ない し知 られ て （knowing）い な い 「生成 的複 雑性 」 の 高い 問題

に 対 応 す る 為 に は 、 従 来 の 線 形 的 な 思 考 や 視 点 で は 対 応 出 来 な い
、 と い う

（Scharmer　2009：107）。

3．複雑性 と共生的価値創出

　安冨 （2006）は 「調 査 ・計 画 ・実行 ・評価」 とい う枠組み に 代表 され る 「計

画制御 」 を 「人 間 の 関与す る事態 に適用 す る こ とは 、原 理 的に 不 可 能 だ」 （安 冨

2006：109） とい う。 先 に 例 示 し た パ ン を焼 い た り ロ ケ ッ トを飛 ば し た りす る様

な 「単純」 「煩 雑」 な 問題 は 、 あ る程 度の 解決 は 可能 と した が 、 有名 菓子店 の ケ

ー
キ は再 現 が 至 難 で あ り 、

ロ ケ ッ トは成 功率 が 高 ま っ て も 100％成功 とい う段 階

に 至 っ て い な い
。 お い しい ケ

ー
キ を作 る た め の コ ツ は 、 最後 に は 計画制 御に で

は な く 、 勘や 感覚 に 頼 っ て い る。
つ ま り 、 予 測 出 来 な い 特 性 を持 つ 「単純 」 「煩

雑 」 で は な い 「複雑 」 な 問題 とは 、
「状況 が展 開す る の に 従 い 、解 決策 を生 み だ

さな けれ ばな らない 」 とい う点で 「出現 す る未 来」 や 「生成的複雑性 」 に 関わ

る 問題 で あ る 。 こ の 「生 成的複雑性 」を解決 す る 為 に 、安 冨 が提 唱す る の は 、「共

生 的価値創 出」 で あ る 。

「それ は働 き か け る側 と対 象 に な る側 に切 り分 け る の で は な く 、 両 者 を 、

相 互 に 依 存 し 、 影響 し合 う
一

つ の シ ス テ ム と し て 認 識 し よ うとす る 姿 勢で

あ る 。
こ の 共 生的 関係 を 明確 に認 識 しあ い なが ら 、 そ こ に 結ば れ る新 しい

関係 に よ っ て なん らか の 新 しい 価 値 を創 出 す る こ とが め ざす べ き方 向 とな

る 。 」 （安冨 2006：128）
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「原発 や ロ ケ ッ ト事故 の 原 因究 明が な され る と、 その 報告 書 は往 々 に し て

そ れ を運 用 して い る組織 の 人 的関係 の あ り方 の 問題 を指摘 す る 。 人 々 の つ

な が りの あ り方 と、 そ こ で 交 わ され る コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン の 活 性 が 成功 と

失敗 を分 け る こ とを念頭 に 置 けば 、 構築 しなけれ ば な ら ない 最重要 の 問題

が そ こ に あ る こ とが わ か る 。 『共 生 的価 値創 出』活 動 の タ ー ゲ ッ トは 、 こ の

よ うな コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン の 活 性 を ど の よ うに して 実現す る か 、 とい う点

に 求 め られ る 。 」 （安冨 2006：129）

　 ロ ケ ッ ト発射 の 成 功 で あれ 、 お い しい ケー キ作 りで あれ 、 そ の ノ ウハ ウや 技

術 は 、 長年 の 試 行錯 誤 を経 た先輩 か ら後輩 へ と伝 承 され て い く 。 そ の 際の 「コ

ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン の 活 性 が 成 功 と失敗 を分 け る 」。
で あ る か ら こ そ 、 計 画 制御的

なプ ラ ン ニ ン グ に依存す るの で は な く 、
「相互 に 依存 し 、 影響 し合 う

一
つ の シ ス

テ ム 」 と し て 「コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン 」 の 「新 しい 関係 」 か ら 「新 しい 価 値」 を

創 出す る こ とが 、
「状況 が 展 開す るの に従 い 、解決 策 を生み だ さな けれ ば な らな

い 」 「生 成的複雑性 」 に 関わ る問題 を解 くた め に 必 要 で あ る 。 そ の 為 に も、 「特

定 の 人 格 の エ ン パ ワ ー メ ン ト」 も大 切 で あ る 、 と安 冨 は い う。

「理 念 を共 有す る 限 られ た 人 物 とそ の ネ ッ トワ
ー

ク に集 中的 に 接続 し、 資

源 を 投入 す る こ とで 、
コ ア とな る コ ミ ュ ニ ケ

ー
シ ョ ン の 形 態 を創 り出す事

が 第
一

段 階の 目標 とな る 。 こ こ に 人 的信 頼 関係 を創 り出 し、理 念 を共 有 し 、

ま た そ れ を発 展 させ 、 実践す る人 々 の ネ ッ トワ
ー

ク を構築 せ ね ば な らな い 。

（略） 敢 えて 言 うな ら、 活 動 の 目標の ひ と つ は 『特 定 の 人 格 の エ ン パ ワ ー

メ ン ト』で な けれ ば な らな い
。 」 （安冨 2006：131）

　っ ま り 『共 生的価 値創 出 』を 産 み 出 して い くた め に は 、

一
人 の 個 人 の 努 力 で

は な く 、
「理 念 を 共 有 す る 限 られ た 人 物 とそ の ネ ッ トワ ー ク に 集 中的 に 接続 し、

資源 を投入 す る こ とで 、
コ ア と な る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 形 態 を創 り出す事」

が 、 「実践す る人 々 の ネ ッ トワ
ー

クを構 築」 で の 鍵 、 と も言え るの で あ る 。

4．複雑 な 問題 を解 く

　 ソ
ー

シ ャ ル イ ノ ベ ー
シ ョ ン に つ い て 我 が 国 で い ち 早 く研 究 に取 り組 ん で きた

田坂 広 志 に よれ ば 、
「複雑 さ」 や 「複雑 系 （complex 　system ）」

1）が 着 目 され る よ

うに な っ た 背 景 に は 次 の よ うなパ ラ ダイ ム の 転換が あ っ た 、 とい う。

「近 代か ら二 十 世紀 に 至 る ま で の 時代 に お い て 支配 的 で あ っ た 知 の パ ラ ダ

イ ム が 、機 械 的世 界観 と要 素還 元 主義 を 両 輪 と した 『機 械論 パ ラ ダイ ム 』
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で あ っ た とす る な らば 、
二 世 紀 に お い て 大 き な 潮 流 とな る 新 しい 知 の パ

ラ ダイ ム は 、 生命的世界観 と全包 括主義 を両輪 とす る 『生命論 パ ラ ダイ ム 』

で あ る 。 」 （田坂 2010：185）

　そ の 上 で 「複 雑系 の 知 」
＝ 「生 命 論 的パ ラ ダイ ム 」 の 視 点 か ら、 「複雑 系 とい

う新 しい 考 え は 何 の 役 に 立 つ の か 」 （田 坂 2010：24） を検 討 し、 次 の 「7 つ の メ

ッ セ ー ジ」 を経営者 に 向 け て 発 して い る （田坂 2010 ：28）。

（D 全 体性 の 知 ： 「分析 」 は で き な い
、 全 体 を 「洞 察 」 せ よ 。

（2）創 発性 の 知 ： 「設 計 ・管 理 」 をす る な、 「自己組織 化」 を促せ
。

（3）共 鳴場 の 知 ： 「情 報共有 」 で は ない 、 「情報 共鳴」 を生 み 出せ 。

（4）共 鳴力 の 知 ： 「組 織 の 総 合力 」 で は ない
、

「個人 の 共 鳴力 」 で あ る 。

（5）共進化 の 知 ； 「トッ プ ダ ウン 」 で もな く、 「ボ トム ア ッ プ 」 で もない
。

（6）超進 化 の 知 ：法則 は 「変 わ る」、 そ して 「変 え られ る」。

（7）
一

回性 の 知 ； 未来 を 「予 測」 す る な 、 未来 を 「創造」 せ よ 。

　 こ れ ま で 見て きた よ うに 、 こ の 7 つ の 知 の パ ラ ダイ ム シ フ トは 、 安 冨 の 議論

の み な らず 、 U 理 論や ソー
シ ャ ル イ ノ ベ ー シ ョ ン と も極 め て密接に 結び つ い て

い る 。
「計画 制御 」 ＝ 「機 械 論 パ ラ ダイ ム 」 で は 、 「単純 」 な 問題 に は 対応 で き

て も 「煩雑 」 な問題 で は 対応 しに く く、
「複雑 」 な 問題 で は対応 不可能 とな る 。

ソ
ー

シ ャ ル イ ノベ ー
シ ョ ン が 求 め られ る事 象 とい うの は 、 無か ら有を 生 み だす

プ ロ セ ス だ け で な く、 「人 々 の っ な が り の あ り方 と 、そ こ で 交 わ され る コ ミ ュ ニ

ケー シ ョ ン の 活性 」 が 不全 状 態 、
つ ま りは 「物理 的複雑 性 」 に 「社会 的複 雑性 」

と 「生 成 的 複雑性 」 が 絡 ま りあ っ た 状 態 、 と も 言 え る 。 そ うで あ る が 故 に 、 解

決 手 段 と して は 、 原 因 と結 果 に 単純 に 落 と し込 む （つ ま りは 分析 か 設 計 、 管理

が 出来 る と考え る）要 素還 元 キ義で は な く 、 洞 察や 自己 組 織化 、 共 鳴な ど を重

視 した 複雑 系 の 知 で あ る 。 そ して 、 こ の 複雑 系の 知 の 実践 例 と し て 、 U 理 論 と

い う
．・

つ の 進 化 ・発 展 プ ロ セ ス が あ る 。

　 さて 、こ の よ うな 「複雑 」な問題 に 取 り組 む 人 と して 、本 章 の 主 題 で あ る Social

entrepreneur につ い て 考え て み た い
。

5． 社会起 業家 と は何か

　Social　 entrepreneur と は
一 体 な に か 。 こ の こ と を 考 え る た め に は 、 英 語 の

Entrepreneur の 意味 を辿 る必 要 が あ る 。
こ の 言葉に 最 も ゆか りあ る 20 世紀の 経

済学者 （Dees　2001）で あ る シ ュ ン ペ ー
タ

ー
は 、

　Entrepreneurの 役割 とは 何 か 、 に

つ い て 次の よ うに 述べ て い る 。
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「企 業者
2）

の 機能が 、 発 明 を利 用す るこ と、 もっ と一 般 的 に い えば 、 新商品

の 生 産や 新 方法 に よ る 旧製 品の 生 産 の た め に まだ試 み られ ざる技 術 的 可 能性

を利 用す る 事 、 原 材料の 新供給源や生産物 の 新販 路 を開拓す る こ と、 産業 を

再 組 織 す る こ と等 に よ っ て 生 産 様 式 を 革 新 な い し革 命 化 す る こ と に あ る 」

（Schumpeter 　l　950 ＝ 1995 ：206）

　シ ュ ン ペ ー
タ

ー
は entrepreneur の 機 能 を 「生産 様式 を革新な い し革命化 す る こ

と」 と した が 、 社 会起 業家 は どの よ うな 「生産様 式 を 革新 な い し革 命化 」 して

い る の だ ろ うか 。 デ ィ
ー ズ は 、

シ ュ ン ペ ー
タ

ー
の 議論 を援用 しな が ら 、 社会 起

業家は 次 の 5 つ の 行動 を通 じて 、 社会 セ ク タ
ー

に お け る チ ェ ン ジ ・エ ー ジ ェ ン

トの 役割 を果た す とい う （Dees 　2001：4）。

・　 （単な る私 的な価値 で は な く）社会 的 な価値 を創造 し維持 す る使命 を採

　 用 す る

・
　 そ の ミ ッ シ ョ ン に 貢 献す る新 た なチ ャ ン ス を認 識 し 、 執拗 に追求す る

・　 継続 的 な創 造 、 適応 、 学習 の プ ロ セ ス に 従事す る

・
　 現在 手 に入 る資源 に 限 定 され る こ とな く 、 大 胆 に行 動す る

・　 対象 とす る顧 客層 へ の
、 また創造す る結果 に対 して 高い 説 明責任 を果 たす

また 、 社会起業家へ の イ ン タ ビ ュ
ー

集 をま とめ た 著書 『世 界 を 変え る人 た ち』

が 邦訳 され て い る ジ ャ
ー

ナ リス トの ボー
ン ス タイ ン は 、 新刊 の 共 著 の 中で 、 先

述の デ ィ
ー ズ の 定義が 社会起 業 家の 定義 と して 最 も引用 され て い る と した 上 で 、

social 　entrepreneurship （社 会起 業家精神 〉 に つ い て
、 次の よ うに 定義 して い る 。

「社会 起 業家精 神 とは 、市 民 が 、 多 くの 人 々 に と っ て 生 活 を よ り よい もの

に す るた め 、 貧 困や 病気 、 非識 字や 環境破壊 、 人 権の 濫 用 や汚職 とい っ た

社 会 問題 を先駆 的 に解決 す る制 度 を作 っ た り作 り替 えた りす るプ ロ セ ス で

あ る 」 （Bomstein＆ Davis　2010；1）

これ まで をま とめ るな らば 、 社 会 起業家 は様々 な 「社会問題 を先駆 的に解決す

る制 度 を作 っ た り作 り替 えた りす る 」 「プ ロ セ ス 」 に 携わ る事 を 通 じて 、 新た な

「社会的 な価値 を創造 し維 持す る」、
つ ま り 「生産様式 を革新ない し革命化 す る 」

機能 を持 っ て い る人 で あ る 、 とい え よ う。

　また 前節 まで の 議 論 と融合 させ る な ら 、 現行 の 「計画制御」 で は 対応 出来な

い 「複雑 」 な社 会問題 とは 、 「人 々 の っ なが りの あ り方 と 、 そ こ で 交 わ され る コ
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ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン の 活性 」 が 不 全 状態 、 つ ま り は 「物理 的複 雑性 」 に 「社 会 的

複雑性 」 と 「生成的複雑性 」 が 絡ま りあ っ た 状態 で あ る 。 故 に こ れ ま で の や り

方 で は な く 、
「生産 様式 を革新 ない し革命化 」 しない と解決 しない

。 そ の た め 社

会起業家は 、 従 来 の 要素還 元 主義で 解決出来な い 問題 に つ い て 、 洞 察や 自己 組

織化 、共 鳴 な ど を通 じて 「出現 す る未 来 を感 じ （Presencing）」、 そ れ を 「結 晶化

（Crystallizing）」 させ
、 や が て 「プ ロ トタイ プ を作 る （Prototyping）」 こ とを通

じて 社会 に広 め 、 社 会 を 変 えて い く。 そ して 、 自らの 仕 事 に 科せ られ た 「社会

的 な価値 を創 造 し維 持す る使命 」 を果 た す た め 、 「新た なチ ャ ン ス を認 識 し、執

拗 に 追求す る 」。

　 こ の よ うな社会 起 業家が
、 障害者 福祉 政 策 の 領域 に お い て も存在 した

。 次章

以 後 、 あ る社 会起 業 家の 足 跡 を辿 る事 を通 じ て 、 ボ ラ ン タ リ
ー ・ア ク シ ョ ン の

未来 を考 える旅 に船出 を した い
。

皿 ，ニ ィ リエ い う社会起業家

　 ノ ー マ ラ イ ゼ ー シ ョ ン とい う思 想は 、 先に 見 た 「機械論パ ラ ダイ ム 」か ら 「生

命 論 パ ラ ダイ ム 」
へ の パ ラ ダイ ム シ フ トの よ うな 、 大 きな パ ラ ダイ ム シ フ トを

障害者福祉 の 世 界 に もた ら し た 。 ナ シ ョ ナ ル な政府や機関 に よ る 「施設収 容」

以 外 の 選 択肢 が ない く 制度 の 未 成熟 〉 な状態 か ら、
一

人
一

人 の 個別 具体 的な ニ

ー ズ を適切 に 理解 し 、 それ に迅 速 か つ 的確 に 対応 す る コ ミ ュ ニ テ ィ ケア の 思想

を生 み だす 原動 力 に な っ た 。

　 も ちろ ん こ の ノ
ー

マ ラ イ ゼ ー
シ ョ ン とい う思想 が理 論 と実践 に もた ら した変

化 を 要素還 元 主 義的発想 で 分析 は で き ない
。 だ が 、

〈 制度 の 末成熟 〉 な 状 況 を

変え るた め に 社会起業家 と して ボ ラ ン タ リー ・ア ク シ ョ ン を展 開 した あ る人物

を抜 きに 、 こ の 思想 を考 え る こ とは 出来 ない 。 それ が ス ウ ェ
ー デ ン 人 の ベ ン ク

ト ・ニ ィ リエ （Bengt　Nirje） で あ る 。

　以 下で は 、
ニ ィ リエ が 成文 化 した ノ

ー
マ ラ イ ゼ ー

シ ョ ン の 8 つ の 原 理 を概説

した 後 、 前章 の 整理 に 基づ き 、
ニ ィ リエ の 足 跡 を社会 起 業家 と い うフ レ ー ム ワ

ー
ク で 再 文 脈化 して み た い

。

1．ノ ー マ ラ イゼ ー シ ョ ン
3）

の 原理 とは 何か

　 ノ
ー

マ ライ ゼ ー
シ ョ ン の 理 念 が 国 レ ベ ル の 政策 と し て 初 め て 盛 り込 ま れ た の

は 、 デ ン マ
ー

ク の 「1959 年法 」 と言われ て い る
4）

。
こ の 法律 は 、 当時デ ン マ

ー

ク社 会省 で 知 的 障害者福祉 を 担 当 して い た 官 僚 、
ニ ル ス ・エ リ ッ ク ・バ ン ク ミ

ケ ル セ ン に よ っ て 起草 され た 。 こ の 法 律は 、 知的障害者 に 「市民 的権利 を ほ ぼ

全 て の 面 に お い て 保 障す る 」 （Bank−Mikkelsen　1　969：230） もの で あ っ た 。
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　 そ の 後 、「デ ン マ
ー クや ス ウェ

ー デ ン な どの 障害者 対 策 に 対 す る実際的 な体験

や 具体 的検討 なか か ら 、 ノ
ー

マ ラ イ ゼ ー
シ ョ ン に 関す る体 系化 され た価 値 あ る

一 般原 理 」 （河東 田 2007 ：297） を導き 出 した の が 、 ニ ィ リエ で あ る。 ス ウ ェ
ー デ

ン の FUB （ス ウェ
ー デ ン 知 的障害児 童 ・ 青少年 ・ 成 人 同盟 ）の オ ン ブズ マ ン 兼

事務 局長 を 1961年 か ら 10 年 間 つ とめ て い た彼 は 、 精神遅滞者に 関す る ア メ リ

カ 大 統領諮 問委員会か らの 委嘱 を うけ 、 1969年 に 「ノ ー
マ ライ ゼ ー

シ ョ ン の 原

理 とそ の 人 間的処 遇 との 関 わ り合い 」 と題 す る論 文 を発 表 し た
。 そ の 中で も 、

彼 は ノ
ー

マ ラ イゼ ー シ ョ ン に つ い て 以 下 の よ うに 定義 した 。

「私 は 、 ノ
ー

マ ライ ゼ ー
シ ョ ン の 原 理 とは 、 社会の 主 流 （メ イ ン ス トリ

ー

ム ） に な っ て い る規範 や形 態 に で き る だ け 近 い
、 日常生 活 の 条件 を知 的 障

害 者 が 得 られ る よ うに す る こ と を 意 味 し て い る と 理 解 し て い る 。 」

（Nirje1993　＝ 1　998：22−23）

　こ の ニ ィ リエ に よる 「ノ ー
マ ライ ゼ ー

シ ョ ン の 8 つ の 原 理 」 は 、英 語 で 発 表

され た こ ともあ り、 そ の 後 、全 世 界 に大 き な影響 を与 え た
S）

。

1， ノ ー マ ラ イ ゼ ー シ ョ ン は 、 知 的障 害者 に と っ て の
一

日の ノ
ー

マ ル な リズ ム

　 を意味 して い る 。

2 ， ノ
ー

マ ライ ゼ ー
シ ョ ン は ま た 、 ノ ー

マ ル な生 活上 の 日課 も含 ん で い る。

3
， ノ ー マ ライ ゼ ー シ ョ ン は ま た 、 本 人 に と っ て 意 味 の あ る休 日や家族 と

一
緒

　 に 過 ごす 日 々 を含 む 、
一

年 の ノ ー
マ ル な リズ ム を経 験す る こ とを意味す る 。

4， ノ ー
マ ライ ゼ ー

シ ョ ン は また 、 ライ フ サ イ クル に お け る ノ
ー

マ ル な発 達的

　 経験 をす る機 会 を意 味 して い る 。

5
，

ノ ー
マ ライ ゼ ー

シ ョ ン の 原 理 は ま た 、 知 的障害者本人 の 選 択や願 い
、 要 求

　 が 可 能 な 限 り十 分 に 考慮 され 、 尊重 され な け れ ば な らな い こ と を意 味 し て

　 い る 。

6，ノ ー マ ライ ゼ ー シ ョ ン は ま た 、男女が 共 に住む 世 界 に暮 らす こ とを意味す る 。

7
， 知的 障害者 に で き る だ け ノ

ー
マ ル に近 い 生 活 を獲 得 させ るた め の 必 要条件

　 とは 、 ノ
ー

マ ル な 経済水 準 を適 用 す る こ とで あ る 。

8
，

ノ
ー

マ ライ ゼ ー
シ ョ ン の 原理 で 特 に重要 な の は 、 病院 、 学校 、 グル ー プ ホ ー

　 ム
、 福 祉 ホ

ー ム
、 ケ ア 付 きホ

ー
ム とい っ た場 所 の 物理 的設備 基 準 が 、

一
般

　 の 市民の 同種 の 施 設 に 適用 され るの と同等 で あ るべ きだ とい う点で あ る 。
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ボ ラ ン タ リ
ー ・ア ク シ ョ ン の 未 来 ： 障 害者福祉 政策 にお け る社会 起業家 の 視 点か ら

　 こ の ニ ィ リエ が 成 文化 した ノ
ー

マ ラ イゼ ー
シ ョ ン の 原 理 に 対 して 、 後年 、 誤

解 も含 め た 様 々 な批 判が 寄せ られ る 。 例 えば 「ス カ ン ジナ ビ ア 諸国 の 定義 に 内

包 され た 『平等 で は あ る が 分離する』とい うア プ ロ ー チ 」（Emerson　1992− 1995：25）

や 、 北欧 に お け る ノ ー マ ラ イ ゼ ー シ ョ ン 初期 概 念 を 「保護 ＝ 福 祉 主 義 」 に 基 づ

く 「施設 福祉 理論 」 （杉 野 1992） と し た批判 な どで あ る。 また ニ ィ リエ の 研 究 を

総括 した S6der （2003＝ 2008） も 「成文 化 され た 原理 は 、 分離 され た 入 所施 設 に

特 有 な問題 に 関連 し て い た の だ 」 （S6der　2003＝ 2008：240） と した 上 で 、
「1960年

代 に あ っ た 問題 をべ 一 ス に し た イ デ オ ロ ギ ー は 、 1990年 代 の 現 実 を解 釈 し処 理

す る の に 適 し て い る こ とは め っ た に な い の だ 」 とい う。

　 本稿 の 目的 は 、
ニ ィ リエ の 成文 化 し た 原理 に 対 して の 批 判や 擁護 で もな く 、

そ の 原 理 を 現在 に 当 て は め て 「解釈 し 処 理 す る 」 こ とで も ない
。 そ うで は な く

て 、 前章で 取 り上 げた 「杜会 起業家」 とい う コ ン テ キ ス トで ニ ィ リエ の 取 り組

み を 再 解釈 す る と 、 どの よ うな事 が 見 えて くる の か 、 を検 討す る 事 で あ る 。 幸

い な こ とに 、
ニ ィ リエ の 牛前 最後 とな る 著作で は 、 自身 が 成文 化 に 到 る ブ W セ

ス の 中 で 、 何 を 考 え 、 ど う取 り組 ん で 来 た の か 、 を 振 り返 っ て い る （Ni巾

2003 ＝ 2008 ）。 また 同 書 の 出版 直後 の 2004 年 1 月 18 日 、 筆 者 は ニ ィ リエ の ウプ

サ ラ の 自宅 に 氏 を訪 ね 、 半 日 に 渡 る イ ン タ ビ ュ
ー を行 っ た

6）
。 以下 で は 同書 と

筆者 に よ る イ ン タ ビ ュ
ー デー

タ に 基づ き 、
ニ ィ リエ とい う社会 起 業家が 、 どの

よ うな 「生 成的複雑性 」 と闘 っ た の か 、 そ の 上 で どの よ うな 「出現す る未 来」

に 出逢 え た の か 、 そ して い か な る ボ ラ ン タ リ
ー ・ ア ク シ ョ ン を展 開 して き た の

か 、 に つ い て 検討 して い く こ と とす る 。
ニ ィ リ エ は

一体 どの よ うな 〈 制度 の 未

成 熟 〉 なケー ス に お け る 「生 成的複 雑性 」 と闘 っ た の で あ ろ うか 。

2．ニ ィ リエ が 闘 っ た 生成的複雑性

　 且950 年 代 の ア メ リカ の 精神 病院 で の フ ィ
ー

ル ドワ
ー ク を行 っ た ゴ ッ フ マ ン は 、

精神 病 院に お け る患者 と職 員 の 関係 、 お よ び 精神 病院 の 構 造 そ の もの が
、 入 所

施設 や刑 務 所や 強制収 容所 、僧 院 な ど と類似 し て い る と気 づ い た 。 そ れ らの 施

設 を総称 し て 全 制的施 設 （totahnstitution ）と名 付 け 、 そ の 機 能的 特徴 を分析 し 、

次 の よ うな指摘 も行 っ て い る 。

「個人 の 自己 が 無力化 され る過 程 は
一 般 に 、 どの 全制 的施 設 に お い て もか

な り標 準 化 して い る 。
こ の 種 の 過程 を分析 す る こ とに よ っ て 、 われ わ れ は 、

通 常の 営 造物 が そ の 構成員 に 常人 と し て の 自己 を維持 させ る こ と を心 掛 け

る とすれ ば 、 保 証 され な くて は な らない 仕組 み は どん な も の か
、 を知 る こ

とが で き るだ ろ う。 」 （Goffman　1961− 1994 ：4）
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　ゴ フ マ ン は 「ど の 全制 的施 設 に お い て もか な り標 準化 」 され た 「個人 の 自己

が 無 力 化 され る 過 程 」 を 「分析 1 し た
。

ニ ィ リエ も同種の 観察を 、
ゴ フ マ ン と

同時代 に 行 っ て い る 。

「1961年 か ら 1970年ま で の 間 に 、 私 は数限 りな い ス ウェ
ー デ ン の 寄宿制 の

学校 、 児 童 と成 人 の た め の ラ ン ス チ ン グ （県 の 医療責任体）の 中央組 織が

運 営す る 施設 な ど 、 六 つ の 国立 特 別病 院 、 さ らに 、 い くつ も の 小 規模 ホ
ー

ム や入所 施設 を訪 問 し た。 こ れ らす べ て の 訪 問 の 間 中 、 私 は 常に 人 々 の 話

を聞 き 、 職員 と会話 し 、 特に入 所者 と話 をす る よ う努 力 し た 。 （略）そ の お

か げで 、 私 は 、 隔 離 され 、 水 面 下 に 独 自の 世 界を つ く っ て い る 分野 に 関す

る 、 非常に 恵 まれ た教育 を受 け る こ とが で きた の だ 。 施 設 を訪 問 した こ と

に よ り 、 入 所 者 の 孤独 さ、 計 画性 の ない 生 活 、 単調 な規則 と憂 うつ な環 境

な どに気 づ い た 。 」 （Nirje　2003 ＝2008 ：52）

　 ニ ィ リエ は 、 訪 問 した数 限 りない 全 制的施 設 で 「標 準化 」 され た 「個 人 の 自

己 が 無力化 され る過程 」 を前 に して 、 「通 常 の 営 造 物 が そ の 構 成員 に 常 人 と して

の 自己 を維持 させ る こ とを心 掛け る とすれ ば 、 保証 され な くて は な らない 仕 組

み は どん な も の か 」 を考 え始 め る 。 そ し て 、 次 の よ うな 形 で そ の 「仕 組 み 」 を

口 に し始め る 。

「1963年度か ら 1966年度の 間に 、 私 は看護 師 、 ソー シ ャ ル ワー
カ

ー
、 親た

ちや 政治 家 を 含 む
一
般 市 民 へ の 講 演 の 際 に は 、 教 育学 的 な 方法 を と る よ う

に し て い た 。 まず 、 ご くあた りま えの 人 や そ の 家族の 『ノ
ー

マ ル な
一

日』

に つ い て 語 り、 そ れ か ら知 的障 害 の あ る 児童 や 青 少 年 、 成 年 そ し て そ の 家

族 が 経験 し て い る
一

日 と比 較 し て み た の だ 。 同 じ よ うに 、 両方 の グル ー プ

の 人 た ちの 『ノ
ー

マ ル な一
週 間』を比 較 して み た 。 さ らに 、 引き続 い て 、『ノ

ー
マ ル な休暇 』や、 『ノ

ー
マ ル な青年 時代 』 とい うよ うに 比 較 して い っ た 。

こ うす る こ とで 、 両 者 の 置 か れ た 状 況 の 違 い を示 し、 障 害の あ る 人 た ち の

状況 を よ り ノ ー
マ ル で ハ ン デ ィ の 少 な い もの にす る た め に は 、 何 を変革す

る必 要 が あ る か を指 摘す る こ とが で き た 。 」 （Nirje　2003・＝2008：66）

　ニ ィ リエ 自身 が 語 る よ うに 「演 繹 的 とい うよ り、 どち らか とい うと帰 納 的」

（Nirje　2003 ＝2008 ：66）な方 法論に よ っ て 、
「常人 と して の 自己 を保持 させ る」 た

め に 「保 障 され な く て は な らない 仕 組 み 」 が 、 徐 々 に 成文 化 され て い っ た 。 ち

なみ に 先述 の ボ ー
ン ス タイ ン とデイ ビ ス は政府 と社会起業家の 違い を述 べ る 中
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で 、 前者 は 「政策 の 具体化 」 とい う演繹 的 手 法 に対 して 、後者 は観 察 や経 験 か

ら制 度化 に 向か う 「帰納 的で 外 向 的 」 ア プ ロ
ー チ で あ る 、

と い う （Bornstein＆

Davis　2010：35）。
ニ ィ リエ の 経験か らは 、

〈 制度 の 未成熟 〉 故 に 「問題 解決 の ノ

ウハ ウが社 会 に蓄積 され て い な い 」 状 態 に あ っ て 、 「放 っ て お け な い 」 と思 う外

部者 が 、
「数 限 りない 」 訪 問や観察の 中か ら感 じた 、 変 え な けれ ばな らな い 「仕

組 み 」 を 、
「帰納 的 で 外 向 的 」 に 語 り始 め た プ ロ セ ス を 読 み 解 く こ とが 出 来 る 。

3．ニ ィ リエ にお け る U 理 論 の 実際

　筆者 に よ る イ ン タ ビ ュ
ー の 中で 、

ニ ィ リエ は ノ ー マ ライ ゼ ー シ ョ ン 原 理 の 生

成 プ ロ セ ス を次 の よ うに語 る 。

「ノー マ ライ ゼ ー シ ョ ン の 原 理 は 60 年 代 に か け て 、 自分 の 中で 書 き続 け て

きま した 。 そ の 中で 、 何 か を感 じ始め て い ま した 。 何 か 大 き な事 を理 解 し

っ つ あ る 、 と。 で 、完 全 に ノ
ー

マ ライ ゼ ー
シ ョ ン の 原理 が分 か っ た の は 、

1968年の こ とで す 。 なぜ な らそ の 年に ア メ リカ に行 っ たか らで す 。 そ して

ア メ リカ の 知 的 障害者 が ス ウ ェ
ー デ ン の 知 的障害者 よ り も っ とひ どい 状況

に あ る の を 見 ま した 。 ま た 、 障害者 を抱 え る家族 の 問題 は 、
ス ウ ェ

ー デ ン

とア メ リカ に お い て 変わ りの ない こ とに も気 づ きま した 。 」

ニ ィ リエ は既 に 60 年代 か ら 「何 か を感 じ始 め て い た 」。 だ が 、 そ れ が 「完全 に 」

「わか っ た 」 の は 、 ア メ リカ に 出か けて 、 自身の ス ウ ェ
ー デ ン で の 経験 を相 対

的 に 眺め る よ うに な っ た後 だ っ た 。 彼 は 1967 年 以 来 、何 度 もア メ リカ に招待 さ

れ 、現 地 の 入 所施 設 の 視 察や 関係 者 へ の 講 演活動 を行 う中で 、 次 の よ うに感 じ

る よ うに な っ た 、 とい う。

「私 は講 義 、 議論 や講 演 を通 じて 、 自分の 考 えや 分析 、 表 現 方法 を集 中的

に発 展 させ る機 会 を得 て い た 。 私 は 自分 の 見 解の 正 し さに対 す る不 信感 を

徐 々 に拭い 去 り 、 建設 的な分析 と批 評 の た めの ツ
ー

ル と して 使 用 で きるの

で は な い か とい う自信 を 高 め て い っ た 。 社会 にお け る ノ ー マ ル な 生 活 条件

を可能 とす る ケ ア を、よ り強化 し な けれ ば な らな い
。 そ うす る こ とに よ り、

ア メ リカ だ け で な くそ の 他 の 国 々 で も私 が 眼 に した 施設 とい う化 け物 を廃

止 す る事 が 可 能 とな るの だ
。 」 （Nirje　2003＝ 2008：80）

　ニ ィ リエ の 　「自分 の 考 えや 分 析 、表現 方法 を 集 中的 に発 展 させ 」 て い っ た プ

ロ セ ス は 、 先に紹 介 した U 理 論を彷彿 と させ る 。 彼 は訪 米以 前 か ら 、 全 制 的施
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設 で 「標準化 」 され た 「個人 の 自己 が 無力化 され る過 程 」 や 「常人 と して の 自

己 を維 持 させ る た め に 保 障 され るべ き仕組み 」 に つ い て 、 考 え続 けて きた 。 ア

メ リカ で も数 多 くの 施 設 を見 学す る 中で 、 「現実 を新た な眼 で 観 察す る 」 「観察

（Seeing）」 か ら 「そ の 現 場 に 結 び つ き 、
全 体 か ら状 況 に 耳 を傾 け る 」 「感 じ る

（Sensing）」 の プ ロ セ ス を経 た 。 施 設 職員 た ちの 「過 去 の パ タ
ー

ン を 再演す る 」

「ダ ウン ロ
ー デ ィ ン グ （Downloading）」 の 限界 に も気づ い た 。 そ の 中で 、

「社会

に お け る ノー
マ ル な生活条 件 を可 能 とす るケ ア 」 とい う 「未 来 の 領 域 が 立 ち現

れ 」 た 。 ま さ し く こ れ が 「プ レ ゼ ン シ ン グ （Presencing）」 の 瞬 間だ っ た
。 そ し

て 、 ま もな くそ の U 理 論の プ ロ セ ス を上 昇 し て い く局 面 が訪 れ る。

　 ニ ィ リエ は 1968年 に精 神 遅滞者 に 関す る ア メ リカ 大 統領諮 問委員会か ら指示

を受け 、
ワ シ ン トン DC で 原 稿 を書 き上 げた 。 そ れ が 後 に有名 に な る大 統領諮

問委員 会報 告書 （Kugel　and 　Wolfensberger　1969）で あ る 。 そ の 執筆意 図 を 、彼 は

次 の よ うに 語 る 。

「私 は 、 ア メ リカ の 施設 に つ い て の 印象 を執筆 して ほ しい と依頼 され た が 、

ノ
ー

マ ライ ゼ ー
シ ョ ン の 原 理 に つ い て 執筆 して ほ しい と は依 頼 され な か っ

た 。 しか し 、 施設 とい う環境 で 生 活 して い る知 的 障害者 の 生活 状況 を批判

す る た め に は 、 ノ ー
マ ライ ゼ ー

シ ョ ン の 原 理 につ い て 語 る こ とが 、 私 に と

っ て は 必要 不 可 欠 な こ とだ っ たの だ 。 こ こ で 再度強調 し て お きた い こ とは 、

原 理 は 、
一 般 社会 と施 設 内で の 障害者 を 見 る 見解 に っ い て 説 明 して い る と

い うこ とだ 。 そ れ は 、 ち ょ うど 1 枚 の 硬貨 に は 裏 と表 が あ るの と同 じ事 な

の だ 。 」 （Nirje　2003＝ 2008：90）

　 当初 ニ ィ リエ が 大 統領諮 問委員 会 か ら求 め られ て い た の は 、 ア メ リカ の 入 所

施 設 へ の 印象 （批判） だ っ た 。 だ が 、 批判 の 根 拠 を示す た め に も 、 彼 が 当時 の

講 演 で 用 い た 「社 会 にお け る ノー マ ル な生 活 条件 を可 能 とす る ケア 」 に つ い て

の 「視点 と意図 を結晶化す る （Crystallizing）」 必 要性 を感 じて い た 。 こ れ が 結果

と して 8 つ の 原理 とい う形 で の 「実 際の プ ロ トタイ プ を作 る （Prototyping）」 に

繋が っ た 。 そ して 、 報告 書編 者 に よ る 「疑 い よ うもな く 、 将 来 の 知 的障害者 の

住 宅だ けで な く多 くの サ
ー ビ ス に 関 して 、

ニ ィ リエ の ノ ー
マ ラ イ ゼ ー シ ョ ン の

概 念 に つ い て の 章 は 本書 の 中 で 最 も重 要 な 章 とな っ て い る 」 （Kugel　 and

Wolfensberger　1969：385） とい う予 言 通 り、 ノ
ー

マ ラ イ ゼ ー
シ ョ ン 原理 は 1970年

代 以後 の 障害者 福 祉 の パ ラ ダイ ム シ フ トを促 し 、
「施設 とい う化 け物 を廃止 す

る」 理 論 とな っ て い っ た 。
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ボ ラ ン タ リー ・ア ク シ ョ ン の 末来
・
障害者福祉政 策にお け る社会 起 業家 の 視点 か ら

4．ノ ー マ ライゼ ー シ ョ ン と社会変革

　 ニ ィ リエ は 施 設廃 止 の 流れ に つ い て 、 次の よ うに振 り返 る。

「以 前 は 、『ノ
ー

マ ル 』 で あ り、社 会 にお け る知 的 障害者 ケア の 問題 を解決

す る最高の 方 法で あ る と考え られ て い た 施設 は 、 知 的 障害者 や 障害 の あ る

人 た ち の 症 状 を改善す る ど こ ろ か 悪化 させ て い る の で 、 今 日で は ア ブ ノ
ー

マ ル だ と考え られ て い る 。 私 たち は 、 1960 年代 に 、 30 年後 に は こ の よ うな

考 え 方 をす る よ うに な り、 こ うい っ た社 会 的発 展 は 当然 の こ とで あ り 、 施

設 は 法律違 反 で あ る とま で 決 定す る国 が 出て く る な ど と想 像 す る こ とが で

きた で あ ろ うか ？」 （NIIje　2003 ≡2008 ：110）

　 こ の プ ロ セ ス を 田坂 （2010）の 視点 を用 い て ま とめ る な らば、彼 は ス ウ ェ
ー デ

ン とア メ リカ の 入所施 設 に共 通 す る問題 全 体 を 「洞 察」 す る こ とか ら始 め た （全

体性 の 知 ）。 当時多 くの 講演や討論 を通 じ て 、 単 なる 「情報 共有」 で は な く 、 障害

者 の 家族や行政 、支援 者 、 ある い は 政治 家な ど と 「情報共鳴」 を生 み 出 して い っ

た （共鳴場 の 知）。 そ れ を組織の トッ プや職員の 立場 で は な く 、 FUB オ ン ブ ズ マ

ン とい う個 人の 共 鳴力 で 推進 した （共 鳴力 の 知）。 こ の ノ ー
マ ライ ゼ ー シ ョ ン の 生

成は 、 現場 へ の 洞察か ら帰納 的 に産み 出 され た もの で 、
「トッ プ ダ ウン 」で もな く 、

「ボ トム ア ッ プ 」 で もない （共進化 の 知 ）。 また 、
ニ ィ リエ は こ の 原理 を 「設計 ・

管理 」 したの で は な く 、
「自己組織化」 を促 し 、 そ の 後 の 社会の 変容 に 併せ て ノー

マ ラ イ ゼー
シ ョ ン の 原理 そ の もの を変化 させ て い っ た （創 発性 の 知 と超進化 の 知）。

そ して 何 よ り 、
ニ ィ リエ は 、 施設処遇 中心 主義 は 「ア ブ ノ

ー
マ ル 」 で あ る 、 とい

う 「未 来」 を 「創 造」 し た張本 人 の
一

人 で もあ っ た （一 回性 の 知）。

　 また こ の 原理 は 、 国際 的な制度 の 創成 に も大 い に 役 だ っ た 。 1967年 に ス トッ

ク ホ ル ム で 開か れ た 知 的 障害者 に 関す る法律 施行 状況 に 関 す る 国 際連盟 の シ ン

ポ ジ ウム が 土 台
7）

とな り、 1971年 の 「国連知 的 障害者権 利 宣言 」 や 1975 年 の

「国連 障害者権利 宣言 」 が 生 まれ た （Nirje　2003＝2008：61）。 ちなみ に こ の 障害者

の 権利 保 障の 流れ は 、 そ の 後 「国際障 害者 年」 （1981 年）、
「障害者の 機会均等化

に 関す る基 準規 則 」 （1993 年 ） を経 て 、 「国 連 障害者 権利 条約 」 （2006 年） に 結

実 して い る 。 ま た 、 ア メ リカ ・カ ナ ダ ・イ ギ リス を は じ め と した 欧 米各 国 の 脱

施設化 の 流 れ は 先 の 大統 領 諮 問委 員会 報 告書 や 国連 の 「権利 宣 言」 に 基づ く部

分 も少 な くな い
。 我 が 国で も障 害者福 祉政 策に お い て 初め て 数値 目標 が 明記 さ

れ た 政府 目標 に 「障害者プ ラ ン 　 ノ ー マ ラ イ ゼ ー シ ョ ン 7 ヵ 年戦 略」 （1995 年 ）

とい う副題 が用 い られ るま で に な っ た 。

　 「国家権力の 監督下 に 置か れ な」 か っ た ニ ィ リエ は 、 「施 設 とい う化 け物 」 を
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「放 っ て お けない 」 とい う気 持 ちか ら 、
「問題 解決 の た め の ノ ウハ ウ」 を 「社 会

に 蓄積」 させ る
一
助 と して ノ ー

マ ライ ゼ ー シ ョ ン の 原 理 を提 唱 した 。 障害者支

援は 入 所 施設 支援 とイ コ
ー

ル と思 わ れ て い た 当時の 「生 産 様 式 」 を 「革新 ない

し革命化 」 させ る イ ノベ ー
シ ョ ン だ っ た か ら こ そ 、 そ の 理 念 は 結 果 と し て 脱 施

設や障害者の 権利 に 関す る 国際 的な 「制度 」 の 創 設 ・成 熟 へ と導い た 。
つ ま り

ニ ィ リエ は 、 障害者 ケ ア の 領域で 社会 変 革 を も た ら した 社会起業家の
一

人 、 と

ま とめ る こ とが で きる だ ろ う。

5．ノ
ー

マ ラ イゼ ー
シ ョ ン 原理 の 限界

　未 来 が 現 実 の もの とな っ た 時 、 後 知 恵 的 に 「QQ が 出来 て い な い 」 と批 判す る

の は た やすい
。 それ は 、 全制 的施設 が ノ ー

マ ル と言 われ て い た時代 背景 や社会

的 文 脈 （地 ） を見 な い で 図 の み を批判 す る こ と で し か ない 。 そ の 点 を踏 ま え た

上 で 、 社会 起 業家 と して の ニ ィ リエ の 足跡 を辿 る最後 に 、
ニ ィ リエ や ノ

ー
マ ラ

イ ゼ ー
シ ョ ン 原 理 の 限 界 を示 して お き た い 。

　 ニ ィ リエ は 筆者 に よ る イ ン タ ビ ュ
ー

の 中で 、 次の よ うに語 っ て い た 。

「私 は ス ウ ェ
ー デ ン 人 と思 わ な い で くだ さい

。 私 は ス ウ ェ
ー デ ン へ の 抗議

の 意 味で 、 1970年 代 に ス ウ ェ
ー デ ン を出て い きま した 。 ス ウ ェ

ー デ ン の 改

革 に 関わ っ て い ませ ん 。 私 は こ こ の 障害者研 究所 を通 じ て 、 世界 的に 影 響

を与 えて き ま した 。 日本 で も ノ
ー

マ ライ ゼ ー シ ョ ン の 原 理 を広 め て い くた

め に は 、 リー ダー が必 要 で す 。 学者 か らも 、 職員 か らも、親 の 会 か らも支

え られ て い る 人 。 しか も、 自分 の 信念 が あ っ て 、抵 抗や 政治 家 の プ レ ッ シ

ャ
ー

に十 分耐 え られ る強 さ、 そ れ か ら医者 グル
ー プ の 抵 抗 に も耐 え られ る

強 さ、 が 必 要 で す 。 親 の 会 の 圧 力 に も耐 え られ る人 を 見 つ け な けれ ばな り

ませ ん
。 」

　こ の 発 言 は ニ ィ リエ 自身の ライ フ ヒ ス トリ
ー

と重 ねて 読む 時 、 彼 自身の 韜 晦

と して も読む事 が 出来 る 。
ニ ィ リエ は ノ

ー
マ ライ ゼ ー

シ ョ ン の 原 理 の 5 つ 目 と

し て 「知 的 障害者 本 人の 選 択や願 い
、 要求 が 可 能 な限 り十分 に 考慮 され 、 尊重

され な け れ ばな らない 」 事 を示 して い る 。 こ の 原 理 に 基 づ い て 、 実 際 1970年 に

は 50 名の 知 的障害 の あ る若者達の 会議 が 開 か れ 、
マ ス コ ミ に も大 き く取 り上 げ

られ た 。 だ が 、 彼 は そ の 件 で 保護 者 か ら批判 され る。

「こ れ らの 批 判 者 は 結果 を信 じ る こ とが で きず 、知 的障 害者 が 自分 で こ う

い っ た 結 論 を出 し た とは 思 わず 、 誰か に指導 され コ ン トロ
ー

ル され た 結論

一 30 一
N 工工

一Eleotronlo 　Llbrary 　



The International Society of Volunteer Studies in Japan

NII-Electronic Library Service

The 　工nternatlonal 　Soolety 　of 　▽ olunteer 　Studles 　ln 　Japan

ボ ラ ン タ リ
ー ・ア ク シ ョ ン の 未来 ： 障害者福祉政策 に お け る 社会起業家 の視点か ら

で あ る と主 張 し た。 か れ ら の 最 終 的 な 主 張 は 、 こ うい っ た プ ロ グ ラ ム は 親

た ちに よ り コ ン トロ
ー

ル され る べ きで ある とい うもの だ っ た 。 （略）そ の 後 、

私 は知 的障害者に と っ て 危険人物 で あ る と批判 され る こ とに な っ た 。 『ニ ィ

リエ は 障害者 に 自分 で 考 え る こ と を教 え て い る ！』」 （Nirje　2003−2008：96）

　 ニ ィ リエ は 1969年 に ノ
ー

マ ライ ゼ ー
シ ョ ン の 原理 を ま とめ 上げ るま で は 、

「自

分 の 信念 が あ っ て 、 抵 抗や 政治 家 の プ レ ッ シ ャ
ー に 十 分 耐 え られ る強 さ、 そ れ

か ら 医者 グル
ー プ の 抵 抗 に も耐 え られ る強 さ」 や 「親 の 会 の 圧 力 に も耐 え られ

る」 強 さを兼 ね 備 え て い た 。 だ が 、 そ の 後 、 「危 険人 物 で あ る と批 判 され 」、 「親

の 会 の 圧 力 に 」 耐 え られ な くな り、 FUB を辞職 し て ス ウ ェ
ー デ ン を出て い き、

カ ナ ダの オ ン タ リオ 州保 健 省 の 精神保 健 部精神 遅 滞 サ
ー ビ ス 局 で 仕 事 をす る 。

ゆえ に彼 は 1970年代以後 の ス ウェ
ー デ ン の 改革に直接 関わ っ て い なか っ た 。 と

は い えそ の ス ウ ェ
ー デ ン で も 、

ニ ィ リエ が 批 判 され た 30 年 後 に は 、知 的 障害 を

持 つ 人 の セ ル フ ア ドボカ シ
ー

（＝ 「自分で 考え る こ と」 を 手助 けす る ） グル
ー

プ が活 発 に 活 動す る よ うに な っ て い た （竹端 2004）。
ニ ィ リエ が蒔 い た 種 は 、 機

が熟する ま で 長い 時 間が か か っ た が
、

ス ウェ
ー デ ン で も着実 に 定着 した の で あ

る （河 東 田 2009：72）。

　 ま た ノ
ー

マ ラ イ ゼ ー
シ ョ ン の 原 理 は 、 入 所施 設 支援 中心 か ら の 脱 却 とい うく

制度の 成熟〉 を導い た が 、 そ の 後 、 新 た なく 制度の 未成熟 〉 に 巻 き込 ま れ る 事

に な る 。 折 し も 1970年 代 か ら、公 民権 運動 な どに 影響 を受 けた 障害 当事者 に よ

る 自立 生 活 運 動 が 世 界 各 国 で 生 起 し始 め る 。 そ の 際 、 支援 者 中心 主義 か ら 当事

者 中心 主義 へ の パ ラ ダイ ム シ フ トを計 ろ うと し た 「障 害 の 社会 モ デ ル 」 に と っ

て 、 障害 を個 人 の イ ン ペ ア メ ン トと捉 え 、 社 会の 差別 や 障壁 とい うデ ィ ス ア ビ

リテ ィ と して 捉 え て い な い ノ ー
マ ラ イ ゼ ー シ ョ ン 概念 も、批判 対象 に な っ た （杉

野 2007 ：116）。 その 結 果 、80 年代 以後 、国 際舞台 で ノ ー
マ ライゼ ー

シ ョ ン とい う

言葉 が使 わ れ な くな り 、 現在 で は 、参 画 と平 等 とい う言葉 に 置 き換 え られ る よ

うに な っ た 。

6． ボラ ンタ リ
ー ・ア ク シ ョ ンの 今 日的課題

　ボ ー
ン ス タ イ ン とデ イ ビ ス は 、 か つ て の 活動 家 （activist ） と今 日の 社会起業

家 を対 比 させ 、前者 が 招 か れ ざ る 客 と して 権 力の 外 部 に 立 っ て い っ た の に 対 し、

後者は 変化 を 引き起 こ す 為 、 内か ら と外 か らの 戦 法 を しば しば統合 させ る ア プ

ロ
ー チ を とる、 とい う点で 根本 的に 異 な る とい う （Bomstein ＆ Davis　2010：40）。

　 ニ ィ リエ へ の イ ン タ ビ ュ
ー の 際 、 筆者 は

一
つ の 問い をぶ っ けた 。 ス ウ ェ

ー デ

ン で は ノ ー
マ ラ イ ゼ ー シ ョ ン の 原 理 が 、 実 際 に 知 的障 害者 入 所施 設解 体 とい う
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実践成果 を もた ら して い る （竹端 2004）。

一 方 、 日本 で はお 題 目だ けは輸入 され

て も 、 10万 人以 上 の 知 的障害 者人 が 今 なお 入 所 施設 に い る 。 精神 科病 床 の 数 も、

人 口 比 で 日本 は ス ウェ
ー デ ン の 5 倍 の 数が 未 だ に あ る 。 こ の 状 況 は ど うした ら

変 え る こ とが 出来 る の だ ろ うか ？　 ニ ィ リエ は こ の 問い に 答 え る 中で 、 ど うし

た ら権 力 の 内部 か ら変 え る か とい う 「戦法」 も語 っ て い る 。

「最初私 が FUB にい っ た ときは 、 半 日パ ー
トタ イ ム 勤務で した 。 だ が 、 10

年 後 に は 、 私 の 下 に は 12 名 の 部 下 が 出 来 ま した。 こ の 12名 が 、
ス ウ ェ

ー

デ ン の い ろ ん な職 業 あ っ せ ん 所 とか
、 国 の や っ て い る余暇機 関 とか 、 国の

法 律 の 草案 づ く りの グル
ー プ とか 、 社会庁 とか 、

い ろん な と こ ろ で ネ ッ ト

ワ ー ク を作 っ て い き ま した 。 社会大臣 と も話 し合 い を し ま した 。 そ れ まで

に 10年 か か りま した 。

一
つ の エ キ ス パ ー

トグル
ー プ 、 ネ ッ トワ

ー
ク が意見

を通 して 世 の 中 を変 え る まで に は 10 年か か るで し ょ う。 それ か ら初 め て 実

際下 の 下 部組 織 の 社会 が 動 い て くる ま で に 、 さ ら に 10 年 か か る で し ょ う。

そ して
、

正 式 に稼働す るた め に 、 も う 10 年 か か ります。 す る と、 次 の 10

年 ま で 何 も大 きな こ とが お こ らず 、 1990年代 に な っ て わ っ と色 々 な こ とが

起 こ りだす 。
60 年代 か らは じま っ て 施 設解体 ま で 30年 か か りま し た

。 強力

な 、 中心 とな るパ ワ フ ル な グル
ー プ 、 リ

ー ダー
に な る人 の グル

ー
プ を作 っ

て 、 ど こ が
一

番 弱 い か
、 とい うとこ ろ を見 つ け て 、 そ の

一
番 弱い とこ ろか

ら変 えて い く必 要 が あ りま す 。 」

　 こ の ニ ィ リエ の 発 言 は 、 先 の 安 冨 が 指摘 した 「特 定 の 人 格 の エ ン パ ワ ー メ ン

ト」 と も符 合す る。 ニ ィ リエ の 下 に い た 12 名の 部下 と彼 は 「理 念を共有す る限

られ た人 物 とそ の ネ ッ トワ
ー

ク に集 中的 に接 続 し 、 資源 を投入 す る こ とで 、 コ

ア とな る コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン の 形 態 を創 り出す 事」 に 成功 し た
。 故 に 、

「一 つ の

エ キ ス パ ー
トグル

ー プ 、 ネ ッ トワ ー ク が 意 見 を通 し て 世 の 中 を変 え る」 こ とが

可能 とな っ た の で あ る 。

　現在 、 日本の 障害者福祉政策は 、 本稿 執筆 時の 2010 年 7 月 現在 、 文 字通 り大

きな岐路 に た っ て い る 。 現 行 法 で あ る障害者 自立 支援法 へ の 違 憲訴 訟 が 障 害 当

事者 等 に よ っ て 起 こ され 、 政権 交代 した 民 主党政権 の 厚 生 労働大 臣の 下で 和解

し 、 国連障害者権利条約 の 批准 に 向 けて 、 内閣総理 大 臣 を本部長 と した 障が い

者制 度 改革推進 本部 が 2009 年 12 月 に 発足 し た
。 そ し て

、 国 レ ベ ル の 検討会で

は 初 め て 、委 員 の 過 半数 が障害 当事者及 び そ の 家族 で 構成 され る障が い 者制 度

改革推進 会議 が発 足 し 、 2010 年 4A か ら 、 自立 支援 法 に 変 わ る新 たな 「障害者

総合 福 祉 法 （仮 称）」 制 定 を 目指 した 部会 も立 ち上 が っ て い る
8）

。 ま た 、 市町村
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レ ベ ル に 目 を向 けて み て も 、 そ の 地域 にお け る解決 困難 な事例 を議論 し 、 市町

村 で の 福 祉 を底 上 げす る公 的 な議 論 の 場 と し て 「地域 自立 支援 協議 会 」 とい う

枠 組み が 制 定 され 、市町村 レ ベ ル で の 「何 とか し た い 」 「放 っ て お けない 」 問題

に つ い て 、 公 的 に 議論 出来 る枠組 み が 出来 た （竹 端 2009）。

　だ が 、 ナ シ ョ ナ ル レ ベ ル で も、 ロ
ー カ ル レ ベ ル で も 、

「特 定の 人 格 の エ ン パ ワ

ー
メ ン ト」が 弱 い 部分 が少 な くな い

。 特 に 東京や 大 阪の よ うな大 都会 以 外 で は 、

マ イ ナ ー な 障害者支援 に お い て 、「コ ア とな る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 形 態 を創 り

出す」以前 の 状態 に置 か れ て い る現場 も少 な くない
。 そ の 解決 方法 に っ い て も 、

ニ ィ リエ は 著者 に 以 下 の よ うに 語 っ て い た 。

「な か な か み ん な が 団結 し に くい な らば 、 例 え ば東京 や横浜 は 大 きす ぎる

か ら 、 ど こ か
一

っ の 地域 をや り な さい 。 ど こ で もい い 。 島で もい い 。 こ こ 、

とい うと こ ろ をす ご く変 え る と 、 『あそ こ は す ご い リ
ー

ダ
ー

が い て 、大 き く

変わ っ て い る』 とみ ん なか ら注 目 され る よ うに な ります 。 」

　 先 に ニ ィ リエ の ス タイル は 、観 察 や経験 か ら制度 化 に 向か う 「帰納 的」 ア プ

ロ ー チ で あ る 、 と整理 した 。 こ の 現 場 を変え る た め の 「帰納 的」 ア プ ロ ー チ と

して ニ ィ リエ が指 摘 して い る 「戦法」 は 、 「どこ か 一
つ の 地 域 」 で モ デ ル 的 に 始

め る事 に よ っ て 、 「み ん なか ら注 目 され る よ うに な る」 や り方 で ある 。 ナ シ ョ ナ

ル レ ベ ル は 勿論 の こ と 、
ロ

ー
カ ル レ ベ ル で は 特 に 、

「特 定 の 人 格 の エ ン パ ワ ー メ

ン ト」 が 弱 い 部 分 が 少 な くな い 。 ゆ えに 、 「ど こ か
一

つ の 地 域 」 に 内 か ら と外 か

らの 改革 の エ ネル ギ ー を集 中 させ 、 そ こ が 「大 き く変 わ っ て い る」 こ とを見せ

る 。
「生 産 様 式 を革新 な い し 革命化 」 した 成果 と して の モ デル 、つ ま り 「実 際の

プ ロ トタ イ プ を作 る （Prototyping）」 こ とが
、

「出 現す る未 来 （Presencing）」 を 明

示 化 す るた め に も大切 で あ り 、 そ れ は何 も東京 や横 浜 とい っ た先進 地 で あ る必

要 は な い の で あ る 。 社 会 起 業家 と して の ニ ィ リエ の 叡 智 は 、 日本 の 障害者 福祉

領域 にお け るボ ラ ン タ リ
ー ・ア ク シ ョ ン の 今 日的課 題 を も射 程に 入 れ て い る と

言 え る 。

IV．ボ ラ ンタ リ
ー ・ア クシ ョ ン の 未来

　 ニ ィ リエ は 、 入 所施 設 で の 処 遇 が 「ノ ー
マ ル 」 と言 わ れ 、 そ れ 以 外 の 「問題

解決 の た め の ノ ウハ ウが 社 会 に 蓄積 され て い な い 」 〈 制 度の 未 成 熟 〉 状態 と向

き あ っ て きた 。
こ の 状 態 は 、 「過 去 に基 づ い て 事前 に机 hで 解決 策 を算出す る こ

とは 出来」ず 、「状 況が 展 開す る の に 従 い 、解 決 策 を生 み だ さなけれ ばな らない 」

「生 成的複雑性 」 を持 っ て い た 。 だ が彼 は、 「何 とか した い 」 と 「放 っ てお けな

い 」 とい う動 機 に 基 づ い て 、知 的障 害 を持 つ 「自分 の 仲 間 の 生 活状 態 を改 良す
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る た め に 」 「国家権力 の 監督下 に 置 か れ ない 活 動 」 と して の ボ ラ ン タ リ
ー ・ア ク

シ ョ ン を 始 め た 。 現 場 に 「数 限 りな い 」 訪 問 や 観 察 を繰 り返 す 中で 、 問題 の 本

質を洞 察 し、
一

般 市民 の 「ノ ー
マ ル 」 な生活 と対比 す る とい うノ ー マ ライ ゼ ー

シ ョ ン 原 理 が 立 ち 現 れ （Presencing）、 そ れ を 人 々 の 前 で 語 る 中 で 結 晶 化

（Crystallizing）し 、 や が て 8 つ の 原 理 とい うプ ロ トタイ プ を作 り （Prototyping）、

世界中に広 め て い く。 こ れ は 、
「帰納的」 に 「生 産様式 を革新 ない し革命 化 」 し

て い っ たプ ロ セ ス で も あ っ た 。 そ の 革命化 され た 「生 産 様式 」 で あ る 「ノ ー
マ

ライ ゼ ー シ ョ ン の 原 理 」 は 、 当時の 世 界 中の 障害者福祉政策 に パ ラ ダイ ム シ フ

トを も た ら し 、 脱 施 設 化 の 流 れ を創 り 出 した 。 ま た 、 彼 自身 、 こ の 原 理 の 創 出

を 通 じて 〈 制度 の 未成 熟 〉 な状 態 を 打 破す る 事 に貢 献 した 、 とい う点 で 、 「社会

的 な価 値 を創 造 し維持 す る使命 」 を果 たす た め 、
「新た なチ ャ ン ス を認識 し、執

拗 に 追求す る」 社 会 起業 家 で あ っ た 、 とま とめ る こ とが 出来iるだ ろ う。

　 ニ ィ リエ の ボ ラ ン タ リ
ー ・ア ク シ ョ ン は 、 それ 自体 「一 回性 の 知」 で あ る た

め 、
マ ニ ュ ア ル 化 や反 復に は馴 染ま な い 性 質の もの で あ る 。 生成 的複雑 性 も 40

年 前 と今 日で は 大 き く異 な る。 だが 、 彼 の ボ ラ ン タ リー ・ア ク シ ョ ン を社 会起

業家 の フ レ ー ム を通 じ て トレ ー ス す る事 に よ っ て 、 彼 が 産 み 出 した ノ
ー

マ ラ イ

ゼ ー
シ ョ ン の 原理 とい うソ ー シ ャ ル イ ノ ベ ー シ ョ ン の 生成 の 秘 密 を垣 間 見 る事

は 出来た
。

　後進 の 私 た ちは 、
こ の 彼の 実践の 秘密か ら 、 今 日の く 制度の 未 成 熟 〉 とい う

複 雑 な 問題 を解 くた め の ヒ ン トを得 られ た 。
〈 制度 の 未 成熟 〉 に 立 ち 向か うボ

ラ ン タ リー ・ア ク シ ョ ン に は 、
「働 きか け る側 と対象 に な る側 に切 り分け るの で

は な く 、 両 者 を 、 相 互 に依 存 し、 影響 し合 う
一

つ の シ ス テ ム とし て 認 識 しよ う

とす る」 「洞察 」 の 姿勢が 求 め られ る 。 そ の 上 で 、
「当該領域 が シ ス テ ム と して

再 生 産 し つ づ け る た め 」 の 新 し い 「秩序 」 とい う 「未 来 の 領 域 が 立 ち 現れ る 」

（Presencing）瞬 間 を捉 え る必 要 が あ る 。 た だ 、
こ の 瞬 間 を独 り占め して は な ら

な い
。

立 ち現れ た 「理 念 を 共 有す る限 られ た 人物 とそ の ネ ソ トワ
ー ク に集 中的

に接続 し 、 資源 を投入 す る こ とで 、
コ ア とな る コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン の 形 態 を創

り出す 事」 が 求 め られ る 。 こ の こ とか ら、 新 た な 「秩 序」 形 成 に 向 けた 「結 晶

化 」 と 「プ ロ トタ イ プ 」 が 生 まれ 、 や が て そ れ が 各地 に伝播 して い く。 ボ ラ ン

タ リー ・ア ク シ ョ ン とは そ の よ うな社会 変革 の 芽 を産 み 育 て る プ ロ セ ス な の か

も しれ ない
。

　 なお 、
「ボ ラ ン テ ィ ア の 未 来 」 とい う特集 の 性 質上 、筆者 も確 定 した 過去 で は

な く 、 不 確実 な未来 に 向けて の 跳躍 を 、 本論文 で は試み た 。
「複雑 さ」 の 問題 を

ど う捉 え 、 解釈 す る か に つ い て の 理 論 的考察 や 、 制度 とボ ラ ン タ リ
ー ・ア ク シ

ョ ン の 関係 に つ い て の 突 っ 込 ん だ 議 論は 、紙 幅 の 関係 上 、十分 に 出来 なか っ た。

こ れ らは 筆者 自身の 未来の 課題 と した い
。
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＊ 本論 文 は 平成 22 年度科学研 究 費補助 金 （若手研 究 （B ）） 「社会資源 の 開発 に

向 け た 支援者 エ ン パ ワ メ ン トに 関す る研 究」 の 研 究成果 の
一 部 で あ る。

【注】

1） 「多数 の 異 質な要 素 が 複 雑 に 絡み あい 、 相 互 作 用 しな が ら
一

つ に ま とま っ て

　 い る よ うな シ ス テ ム
。 それ ぞれ の 要素 か らは 予測 で きない 特性 が 出現 した り、

　 微細 な 変化 が 系 全体 の 激動 をひ き起 こ した りす る 。 脳 神 経系 ・生 態 系 ・株価

　 変動 シ ス テ ム の 類 。 」 （広 辞 苑）

2） こ こ で 着 目す べ きは 、 上記 に 引用 した 日本語 訳者 は the　fUnction　of 　entrepreneurs

　 を 「企業者 の 機能 」 と訳 し て い る点 で あ る 。 entrepreneur に は 、 「企 業家 、 革

　 新者 、事 業家」 とい っ た 意味が あ る （新英和 大辞 典）が 、 日本 語 で 「企 業家」

　 とは 「営利の た め 、 自ら経営 ・指揮 の 任に 当た っ て 生産 を行 う人 」 を指す の

　 に 対 し て 、 「起 業家 」 と は 「新 し い 事 業 を起 こ す人 」 とい う別 の 意味 を指 し

　 て い る （広辞苑）。 本稿 で は 「営利 の た め」 で は ない 「起業 家」 に 焦 点 を 当

　 て るた め 、 以 下 、 Social　entrepreneur を 「社 会起 業家 」 と呼ぶ 事 に す る 。

3） Normalization に つ い て は 、 和訳 で 「ノ
ー

マ ラ イ ゼ ー
シ ョ ン 」 と 「ノ

ー
マ リゼ

　 ー シ ョ ン 」 とい う 二 つ が 主 に 使われ て い る 。 筆者は 、
ニ ィ リエ の 主 要著書の

　 和訳 に 「ノ ー
マ ラ イゼ

ー
シ ョ ン 」 と用い られ て い る こ とか ら 、 以後 「ノ

ー
マ

　 ラ イ ゼー シ ョ ン 」 と標 記す る 。

4） こ れ ま で は こ の 1959 年法 が ノー
マ ラ イ ゼ ー シ ョ ン の 源流 、 と見 な され て い

　 た 。 だ が 、 河 東 田 （2009） に よれ ば 、
ス ウ ェ

ー デ ン で は 1946 年 の 段 階 で 既

　 に こ の 言葉が 政府 の 報 告書 に記載 され て い た、とい う。 た だ、本稿 の 目的 は 、

　 史 実 に 関 す る 詳 細 な議 論 や 論 争 で は な く、当 該箇所 で の 言 及 は あ く まで も ノ

　 ー
マ ラ イ ゼ ー シ ョ ン 思 想 の 包 括 的理 解 を進 め るた め の 記述 で あ り、また

一
般

　 に 理 解 され て い る 内容 に添 っ た記述 に して い る た め 、 敢 え て バ ン ク ミケ ル セ

　 ン の 記述 か ら説 明 を始 め る こ と とす る 。

5）以 下の 1969 年 版 の 8 つ の 原理 は 、 Nirje（1993＝ 1998）に 基 づ き な が ら 、 そ の

　
一

部は Kugel　and 　Wolfensberger（1969） に掲載 され て い る ニ ィ リエ の 原著論

　 文 も参照 し 、 筆者 な りに
一

部訳 し直 して い る 。

6） ニ ィ リエ の イ ン タ ビ ュ
ー も含めた こ の ときの 調査結 果 は竹 端 （2004 ）を参照 。

7） ニ ィ リ エ は こ の 流 れ を次 の よ うに 振 り返 っ て い る 。
「こ の シ ン ポ ジ ウム は 、

　 国際連 盟 の 歴 史 か ら見て も画 期 的 な こ とだ っ た の だ 。
シ ン ポ ジ ウム にお け る

　 発言 を分析 し た 学生 達は 『ノ
ー

マ ル な状況』とい う表現 に 何回 も出 くわす こ

　 とに な っ た 。 さ らに 、 こ の シ ン ポ ジ ウム で 取 り上 げ られ た 、人 間 と して の 権

　 利を も含 め て の 主要項 目を も何 度 も 目に す るこ とに な っ た 。
ス トッ ク ホ ル ム
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竹 　端 寛

　　の シ ン ポ ジ ウム の 結 果 、 国際連盟 は 、 1968年 の イ ェ ル サ レ ム で の 国際会 議向

　　けに 、 『慈 善 か ら権 利 へ 』 とい うス ロ
ー

ガ ン を採 択す る こ とに な っ た。 そ し

　　て 、
ス トッ ク ホ ル ム で の 活動 は イ ェ ル サ レ ム で 決 定 され た知 的障害者 の 権利

　 宣言 の 基本 と して 選 択 され た 。 さ らに 、 こ の 権利 宣言 は 、
フ ラ ン ス の 提 案 に

　　よ り国連 で も検 討 され 、1971 年 の 知 的障 害者 の 権利 に 関す る 国連 憲章 の 基礎

　 的資料 とな っ た 。 」 （Nirje　2003＝2008：61）

8） こ の 中で は 、 障害者の 地 域移行 や地域 生 活 支援な ど を具 体 的 に ど う進 めて い

　　くの か
、 が議 論の 主題 とな っ て お り 、 2013 年 夏の 新法制定 に 向け て 急 ピ ソ チ

　 で 議 論 が進 んで い る 。

　　 http：〃www8 ．cao ．go．jp／shougai ！suishin ！kaikaku／kaikaku．html

　　 http：！！www ．mhlw ．go．jpAbunya／shougaihoken ／sougoufukusi ！index．html
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                    The  future of  the voluntary  action:

        from the perspective of  social entrepreneur  in the disability policy

                                  Hiroshi TAKEBMA

                              (Yamanashi Gakuin  University)

                                       Abstract

          In order  to consider  the future ofvoluntary  action,  this paper analyzed  the process of

        one  social entrepreneur  in a  disability policy. Bengt  Nicie is the practitioner who

        conceptualized  
`"the

 Normalization principle" and  brought the global paradigm  shift to

        the disability policy : ofthose  days 1970's. Those days, while  the exclusion  in with  a

        total institution was  considered  to be "Normal",
 it was  in the state  of  an  

"immature

        system"  without  any  other  support  policy. In order  to change  the problematic situation,

        he visited  those institutions repeatedly  and  sensed  the essence  of  the problems  from  the

        field. He  discovered the essence  of  
"the

 Normalization principle" while  contrasting

        with  the life with  a  
"normal"

 average  citizen  from sensing  from the field. Through

        telling comparison  of  both lives, he crystallized the concept,  made  a  prototype called

        eight  principles, and  spread  them  all over  the world.  This process was  able  to be

        regarded  as  the practice of  the social  entrepreneur  who  brought about  the social change,

        when  interpreted in a complexity  system  model  or  Theory  U. How  should  it be with  the

        future ofvoluntary  action  which  fights against  
"immature

 system"  today? The hint has

        been held through the re-interpretation  ofNinie's  practice.

        Key  words  : voluntary  action,  social  entrepreneur,  normalization,  a complexity

                   system,  Theory U
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